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光
と
山

武

田

　

武

高
校
一
年
の
と
き
､
今
で
も
続
い
て
い
る
全
校
登
山
で
蓮
華
岳
に
登
っ
た
｡

記
念
す
べ
き
第
一
回
の
全
校
登
山
だ
っ
た
｡
六
月
と
い
う
の
に
'
半
分
雪
に
埋

も
れ
た
大
沢
小
屋
の
生
活
は
`
不
便
極
ま
り
な
か
っ
た
が
､
そ
れ
さ
え
楽
し
か

っ
た
｡

針
ノ
木
岳
か
ら
蓮
華
岳
に
続
-
､
ま
ぶ
し
-
光
る
残
雪
の
稜
線
は
`
少
年
の

私
の
心
を
す
っ
か
り
魅
了
し
た
｡
こ
の
登
山
が
､
ま
さ
か
私
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
は

じ
め
､
世
界
の
高
峰
に
ま
で
行
か
せ
`
今
な
お
山
登
り
を
続
け
る
人
生
の
出
発

点
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
｡

魅
せ
ら
れ
た
､
光
る
雪
榛
の
た
た
ず
ま
い
は
半
世
紀
を
過
ぎ
た
い
ま
も
､
鮮

明
に
網
膜
と
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
｡
長
い
山
歩
き
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
､

不
思
議
に
､
山
と
光
景
が
た
-
さ
ん
蘇
っ
て
-
る
｡

〟
御
来
光
″
　
山
歩
き
を
は
じ
め
た
項
､
里
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
､

高
山
で
の
御
来
光
の
神
秘
に
ふ
れ
な
ん
と
､
媛
か
れ
た
よ
う
に
､
い
-
つ
か
の

山
に
登
っ
た
｡
頂
で
御
来
光
に
逢
う
た
め
に
'
夜
半
に
カ
ン
テ
ラ
と
か
`
ア
セ

チ
レ
ン
ガ
ス
を
灯
し
て
歩
い
た
こ
と
も
よ
-
あ
っ
た
｡
雨
の
日
や
霧
の
な
か
で

も
懐
中
電
灯
の
光
よ
り
も
遠
-
ま
で
照
ら
し
て
-
れ
る
ガ
ス
灯
を
愛
用
し
た
｡

懐
中
電
灯
が
'
簡
単
に
入
手
で
き
な
い
頃
で
も
あ
っ
た
し
､
電
池
の
寿
命
も
､

い
ま
の
リ
チ
エ
ウ
ム
電
池
と
比
較
す
る
と
､
極
端
に
短
か
っ
た
り
､
高
価
な
こ

と
も
あ
り
､
な
か
な
か
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
ア
セ
チ
レ
ン
の
独
特
な

匂
い
と
妖
し
げ
に
揺
れ
る
光
が
懐
か
し
い
｡

暗
い
､
岩
山
を
駕
っ
て
い
く
と
､
と
き
と
き
前
を
登
っ
て
行
く
人
の
足
元
か

ら
､
煙
草
に
火
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
よ
う
な
火
花
が
散
る
｡
ナ

-
ゲ
ル
　
(
戦
前
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
前
半
ま
で
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
､
靴

底
や
縁
に
鋲
を
打
っ
た
登
山
靴
)
　
が
岩
に
激
し
-
当
た
り
`
小
さ
な
線
香
花
火

の
よ
う
な
光
を
放
つ
｡

高
度
を
増
し
て
行
-
と
と
も
に
､
星
の
数
も
お
お
-
な
り
輝
き
も
増
し
て
大

き
く
な
る
｡
星
が
手
に
届
き
そ
う
な
-
ら
い
に
近
付
い
て
-
る
｡
東
の
中
空
に

一
種
異
様
な
`
よ
わ
い
光
の
筋
が
は
し
ろ
｡
間
も
な
-
御
来
光
の
瞬
間
か
と
胸

が
と
き
め
く
｡

自
然
の
美
象
は
`
一
刻
の
休
み
も
な
-
移
ろ
う
｡
光
は
､
競
い
逢
う
山
嶺
の

高
い
順
に
､
頂
か
ら
頂
へ
そ
し
て
彩
り
を
変
え
な
が
ら
､
谷
間
へ
と
落
ち
て
行

く
｡
空
の
雲
も
呼
応
し
て
`
そ
の
美
し
き
瞬
間
は
`
ま
さ
に
息
を
の
む
間
も
な

-
.
刻
一
刻
と
変
転
し
て
ゆ
-
｡
色
即
是
空
､
空
即
是
色
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ

と
だ
ろ
う
か
｡

〝
フ
ロ
ノ
ケ
ン
の
妖
怪
〃
　
初
め
て
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
　
(
ド
イ
ツ
中
部
､
ハ
ル
ツ

山
脈
の
プ
ロ
ノ
ケ
ン
山
に
多
-
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
)
　
に
会

っ
た
と
き
の
震
え
る
よ
う
な
感
動
は
､
古
い
昔
の
事
た
け
れ
と
､
忘
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
大
切
な
美
し
い
想
い
で
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡

初
秋
の
夕
幕
`
槍
ヶ
岳
山
頂
で
あ
っ
た
｡
遠
-
加
賀
の
白
山
の
方
だ
ろ
う
か
`

赤
い
大
き
な
太
陽
が
沈
む
間
際
､
反
対
側
の
霧
の
中
に
`
不
思
議
な
鋼
影
が
浮

か
ん
で
い
る
｡
手
足
を
う
が
せ
ば
幻
影
も
ま
た
全
く
同
じ
動
作
を
す
る
｡
し
か

も
幻
影
の
周
囲
に
は
､
美
し
い
虹
の
鈴
が
光
背
を
頂
い
て
い
る
よ
う
だ
｡

山
の
も
つ
'
不
思
議
な
光
輝
に
､
驚
嘆
と
神
秘
感
に
打
た
れ
た
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
協
議
会
会
長
)



(②館物情と山

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
(
完
結
編
)
①

本
譜
等
二
五
巻
第
五
号
二
九
八
〇
年
)
'
第
二
六
巻
第
八
号

(
一
九
八
一
年
)
で
､
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
､
一
〇
二
種
の
語
源

を
'
ま
た
第
二
七
巻
第
五
号
で
'
続
編
と
し
て
時
代
別
の
変
遷

と
い
う
テ
ー
マ
で
'
通
算
一
〇
六
種
の
呼
び
名
を
紹
介
し
た
｡

今
回
は
､
そ
の
後
収
集
し
た
も
の
`
既
報
の
訂
正
`
補
遺
'

文
献
名
`
分
布
地
域
名
等
を
加
え
､
改
め
て
完
結
編
と
し
て
一

六
三
種
の
呼
び
名
を
紹
介
す
る
｡
呼
び
名
に
は
二
語
形
の
も
の

が
多
い
の
で
`
分
類
に
当
た
っ
て
は
主
語
源
と
思
わ
れ
る
も
の

を
関
係
項
目
に
喝
上
し
た
｡

な
お
各
項
の
末
尾
に
記
入
し
た
県
名
は
'
呼
び
名
の
分
布
県

で
`
〔
　
〕
は
市
･
都
･
地
方
名
･
山
岳
名
で
あ
る
｡
ま
た
`
仔

以
外
は
す
べ
て
成
獣
の
呼
び
名
で
あ
る
｡

◎
語
源
に
よ
る
系
統
別
の
呼
び
名

一
､
狩
猟
系
統
の
呼
び
名

1
､
ダ
キ
ホ
ラ
カ
シ
　
(
ダ
キ
ハ
ラ
カ
ス
)

ダ
キ
と
は
崖
'
ホ
ラ
カ
シ
　
(
ス
)
と
は
落
と
す
こ

と
を
い
い
`
方
言
を
組
み
合
わ
せ
た
隠
語
｡
か
つ
て

は
カ
モ
シ
カ
猟
法
の
ひ
と
つ
と
し
た
､
猟
犬
等
を
使

っ
て
崖
の
上
に
追
い
詰
め
る
と
､
カ
モ
シ
カ
は
足
を

滑
ら
せ
て
転
落
死
し
た
の
を
捕
ら
え
て
い
た
こ
と
を

語
源
と
し
て
い
る
｡
宮
崎
〔
西
臼
杵
〕

①
樋
口
信
義
｢
市
房
の
自
然
｣
　
(
自
費
出
版
'
一

九
七
八
年
)

2
`
ア
イ
シ
ン
　
(
ア
ユ
ジ
シ
)

ア
イ
(
ア
ユ
)
と
は
雪
崩
の
こ
と
で
､
雪
崩
に
打

ち
倒
さ
れ
た
宍
(
カ
モ
シ
カ
)
を
さ
す
隠

語
｡
新
潟
〔
北
蒲
原
〕

②
高
橋
文
太
郎
｢
東
日
本
に
於
け
る
狩
猟
者
と
そ

の
狩
猟
｣
｢
山
岳
｣
(
日
本
山
岳
会
'
一
九
三
七
年
)

3

､

バ

イ

マ

タ

狩
猟
用
語
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
マ
タ
ギ
言
葉
｡

カ
モ
シ
カ
猟
の
一
方
法
｡
追
い
取
り
の
ポ
イ
と
､
狩

北

　

村

　

嘉

　

賓

猟
を
意
味
す
る
マ
タ
ギ
と
い
う
言
葉
と
を
組
み
合
わ

せ
て
`
ポ
イ
マ
タ
ギ
と
し
'
そ
れ
が
ポ
イ
マ
タ
キ
ー

バ
イ
マ
タ
に
転
靴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
新
潟

〔
岩
船
･
北
蒲
原
〕

文
献
②
に
同
じ
｡

4

､

ク

ラ

マ

キ

ク
ラ
(
岩
場
･
岩
壁
)
　
に
は
､
カ
モ
シ
カ
が
多
く

集
ま
る
の
で
､
巻
き
狩
り
(
四
方
か
ら
遠
巻
き
に
し

て
獣
を
捕
ら
え
る
方
法
)
　
で
捕
ら
え
た
こ
と
か
ら
名

付
け
た
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡

地
域
(
輿
)
　
に
よ
り
二
才
仔
や
三
才
仔
を
い
い
､

四
年
目
の
も
の
も
ク
ラ
マ
キ
と
呼
ん
で
い
る
｡

○
成
獣
=
新
潟
〔
岩
船
〕
･
長
野
〔
大
町
〕

③
藤
木
九
三
･
川
崎
隆
幸
編
｢
マ
タ
ギ
部
落
訪
問
｣

｢
登
山
全
書
H
L
(
一
九
五
〇
年
)

〇
二
才
仔
I
I
山
形
〔
西
置
賜
〕
･
新
潟
〔
岩
船
〕

文
献
②
に
同
じ

〇
三
才
仔
=
秋
田
〔
山
本
〕
･
富
山
〔
中
新
川
〕

④
｢
富
山
県
史
-
民
俗
縞
｣
　
(
一
九
七
三
年
)

〇
四
年
目
-
長
野
〔
大
町
〕

⑥
千
葉
彬
司
｢
カ
モ
シ
カ
｣
｢
山
と
博
物
館
｣
(
一

九
六
九
年
)

注
-
1
年
目
は
仔
で
な
く
成
獣
と
す
る
｡

5

'

カ

ン

グ

ラ

カ
ン
は
寒
中
の
寒
､
ク
ラ
は
岩
タ
ラ
の
タ
ラ
で
'

カ
モ
シ
カ
を
寒
中
に
捕
る
の
で
'
両
方
を
組
み
合
わ

せ
て
カ
ン
ク
ラ
ー
カ
ン
グ
ラ
と
呼
ん
だ
も
の
｡
カ
モ

シ
カ
の
肉
も
カ
ン
グ
ラ
と
い
う
｡
群
馬
〔
利
根
〕

⑥
｢
町
誌
み
な
か
み
｣
　
(
町
誌
み
な
か
み
編
纂
委

員
会
縞
､
一
九
六
五
年
)

二
､
髭
系
統
･
祷
系
統
の
呼
び
名

(
一
)
髭
系
統

6

､

カ

マ

シ

シ

上
代
の
文
献
に
初
登
場
し
た
わ
が
国
最
初
の
呼
び

名
で
`
当
時
毛
皮
の
敷
物
を
｢
毛
唐
｣
と
呼
ん
で
お

り
`
よ
い
敷
物
に
な
る
シ
シ
　
(
宍
)
　
の
意
で
名
付
け

た
も
の
｡
長
野
〔
小
県
〕
･
京
都
〔
船
井
〕
･
三
重

〔多気〕⑦
舎
人
親
王
撰
｢
日
本
書
紀
｣
　
(
七
二
〇
年
)

7

､

カ

マ

シ

｢
カ
マ
シ
シ
｣
あ
る
い
は
｢
ガ
マ
シ
カ
｣
の
下
略

称
と
考
え
ら
れ
る
が
､
か
つ
て
の
標
準
語
で
あ
る
｡

分
布
地
域
を
明
記
し
た
も
の
が
な
い
が
`
文
献
の
時

代
性
を
考
え
る
と
､
京
都
を
中
心
に
し
た
あ
る
範
囲

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
｡

⑧
深
横
軸
仁
｢
本
革
和
名
　
下
巻
｣
(
九
一
八
年
)

8

､

カ

マ

シ

カ

｢
毛
席
｣
と
鹿
(
カ
モ
シ
カ
を
鹿
の
同
類
と
考
え

て
い
た
)
と
を
組
み
合
わ
せ
た
呼
び
名
で
､
近
世
の

標
準
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
一
説
に
よ
る
と
､
カ
モ

シ
カ
は
鎌
の
よ
う
に
う
す
く
､
や
せ
て
切
り
立
っ
た

岩
石
の
あ
る
峰
に
棲
む
こ
と
か
ら
`
こ
の
名
あ
り
と

し
て
い
る
｡
京
都
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
｡

⑨
人
見
必
大
｢
本
朝
食
鑑
｣
　
(
一
六
九
七
年
)

こ
こ
で
､
現
代
の
標
準
語
を
な
っ
て
い
る
カ
モ
シ

カ
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
｡
こ
の
呼
称

は
`
昭
和
九
年
に
天
然
記
念
物
､
昭
和
三
〇
年
に
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
以
来
'
全
国
的
に
是

清
し
て
き
た
標
準
語
で
あ
る
｡
カ
モ
シ
カ
と
い
う
名

称
が
､
公
文
書
に
初
め
て
採
用
さ
れ
た
の
は
､
明
治

二
五
(
一
八
九
二
)
年
に
公
布
さ
れ
た
｢
狩
猟
規
則
｣

(
農
商
務
省
)
　
で
あ
る
｡

和
名
は
｢
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
｣
で
通
常
､
カ
モ
シ

カ
と
言
っ
て
い
る
の
は
略
称
で
あ
る
｡
カ
モ
シ
カ
の

語
源
は
､
毛
が
髭
に
な
る
シ
カ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
る
｡

⑲
遠
藤
元
理
｢
本
草
窮
疑
｣
　
(
一
六
一
五
年
)

9

~

カ

モ

カ
モ
シ
カ
の
毛
皮
が
髭
(
敷
物
)
　
に
な
る
こ
と
か

ら
カ
モ
と
呼
ん
だ
の
か
､
最
初
の
語
源
で
あ
る
が
､

近
代
に
な
る
と
　
(
-
)
　
角
の
形
状
を
鎌
に
見
立
て
て

名
付
け
た
｢
カ
マ
｣
が
｢
カ
モ
｣
に
誹
っ
た
も
の
と

す
る
も
の
｡
(
2
)
　
禁
獣
を
食
用
に
す
る
た
め
､
鴨

に
な
ぞ
ら
え
た
と
す
る
も
の
､
(
3
)
　
カ
モ
シ
シ
の

下
略
称
だ
と
す
る
諸
説
が
あ
る
が
､
か
つ
て
は
標
輩

語
で
あ
っ
た
｡
埼
玉
　
〔
秩
父
〕
･
神
奈
川
〔
足
柄

上
〕
･
山
梨
〔
大
月
〕
･
長
野
〔
岡
谷
〕
･
京
都

〔
船
井
･
北
桑
田
〕

⑪
安
部
真
貞
･
出
雲
広
真
｢
大
同
類
薬
方
｣
　
(
一

八
二
七
年
)

1
0
､
カ
モ
シ
シ

語
意
は
毛
皮
が
艶
に
な
る
宍
で
あ
る
｡
今
一
つ
は
'

｢
ガ
マ
シ
シ
｣
が
靴
っ
て
｢
カ
モ
シ
シ
｣
に
変
わ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
岐
阜
〔
大
野
･
吉
城
〕
･
長

野
〔
下
伊
那
〕

⑫
藤
原
時
平
撰
録
｢
延
書
式
｣
　
(
九
〇
五
年
-
九

二
七
年
)

日
､
カ
モ
シ

カ
モ
シ
シ
の
下
略
称
ま
た
は
写
本
の
折
り
`
｢
シ
｣

の
一
字
が
見
落
と
さ
れ
`
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
昭
和
3
0
年
代
に
は
大
阪

府
下
に
残
っ
て
い
た
方
言
で
あ
る
｡

⑱
中
村
甚
之
醸
｢
和
玉
稿
図
彙
叙
｣
　
(
一
六
九
三

年
)I

 
2
､
ケ
ラ
(
キ
ラ
)

耶
良
(
蓑
)
を
毛
皮
で
作
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
`

里
言
葉
(
そ
の
地
方
の
言
葉
)
　
で
あ
る
ケ
ラ
を
`
カ

モ
シ
カ
の
呼
び
名
に
転
用
し
た
マ
タ
ギ
言
葉
｡

一
方
､
キ
ラ
と
い
う
呼
び
名
は
､
ケ
ラ
の
【
ケ
】
が
､

【
キ
】
と
発
音
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
ケ
と
キ
は

力
行
で
普
通
関
係
に
あ
る
｡
ケ
ラ
の
方
に
は
､
確
か

な
語
源
も
あ
り
､
ま
た
ケ
ラ
と
キ
ラ
の
分
布
地
方
は

同
一
ゆ
え
､
ケ
ラ
に
含
め
た
｡

○
ケ
ラ
-
青
森
〔
西
津
軽
･
南
津
軽
〕
･
秋
田
〔
北
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秋
田
･
仙
北
〕
･
岩
手
〔
和
賀
〕
･
新
潟
〔
北
蒲

原〕
⑭
菅
江
真
澄
｢
布
伝
能
麻
迩
万
珂
｣
｢
真
澄
遊
覧

記
｣
　
(
一
八
二
年
)

○
キ
ラ
-
秋
田
〔
北
秋
田
･
仙
北
〕

⑯
早
川
孝
太
郎
｢
阿
仁
マ
タ
ギ
の
山
詞
そ
の
他
｣

｢
方
言
｣
　
(
一
九
三
七
年
)

1
3
､
ケ
ラ
ナ
　
(
ケ
ナ
ラ
)

｢
ケ
ラ
｣
と
同
義
語
の
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
り
`
ナ

を
接
尾
語
に
し
た
マ
タ
ギ
独
特
の
造
語
法
の
ひ
と
つ

で
あ
る
｡
な
お
､
ケ
ナ
ラ
と
報
告
し
た
文
献
も
あ
る

が
`
誤
植
か
`
あ
る
い
は
カ
ラ
グ
　
(
体
)
　
の
こ
と
を

カ
ダ
ラ
と
発
音
す
る
類
例
も
あ
る
の
で
､
ケ
ラ
ナ
と

同
一
に
扱
う
こ
と
に
し
た
｡
秋
田
〔
北
秋
田
･
仙

北
･
由
利
〕
･
岩
手
〔
和
賀
〕

⑯
武
藤
鉄
城
｢
秋
田
の
マ
タ
ギ
に
就
て
｣
｢
民
俗

学
｣
　
(
一
九
三
二
年
)

1
4
､
ケ
ラ
シ
シ

｢
ケ
ラ
｣
と
､
シ
シ
　
(
宍
)
と
を
組
み
合
わ
せ
た

マ
タ
ギ
言
葉
｡
青
森
∴
右
手

⑰
山
田
九
郎
右
衛
門
･
千
種
儀
左
衛
門
｢
御
領
分

産
物
｣
　
｢
享
保
･
元
文
全
国
産
物
帳
｣
　
(
一
七
三
五

午
)1

5
､
ア
オ
ケ
ラ

地
方
に
よ
っ
て
ケ
ラ
は
､
蓑
の
ほ
か
獲
物
や
獣
を

い
う
が
､
毛
皮
を
糞
に
利
用
し
て
い
た
マ
タ
ギ
達
が
､

｢
ア
オ
｣
と
組
み
合
わ
せ
て
呼
ん
だ
も
の
｡
因
み
に

熊
は
ク
マ
ケ
ラ
と
呼
ん
で
い
る
｡
秋
田
〔
北
秋
田
･

由
利
〕
･
新
潟
〔
北
蒲
原
〕

文
献
⑯
･
⑱
長
尾
宏
也
｢
山
都
風
物
志
9
｣
　
(
竹

村
書
房
､
一
九
三
二
年
)

1
6
､
コ
シ
マ
ケ

カ
モ
シ
カ
の
毛
皮
を
､
保
温
の
た
め
`
体
に
纏
っ

た
こ
と
か
ら
､
腹
巻
き
　
コ
シ
マ
ケ
と
呼
ん
だ
マ
タ

ギ
言
葉
で
あ
る
が
'
福
島
県
南
会
津
地
方
で
は
､
カ

モ
シ
カ
の
仔
も
､
コ
シ
マ
ケ
と
呼
ん
で
い
る
｡
ま
た
`

熊
の
呼
び
名
で
も
あ
る
｡
秋
田
〔
北
秋
田
〕
･
山
形

〔
西
置
賜
〕
･
宮
城
　
〔
白
石
〕
･
福
島
　
〔
南
会

津
〕
･
新
潟
〔
北
魚
沼
〕

⑩
笹
村
浩
｢
南
会
津
熊
狩
の
話
｣
｢
旅
と
伝
記
9

(
6
)
｣
　
(
三
元
社
`
一
九
三
六
年
)

⑳
柳
田
国
男
｢
分
類
山
村
語
彙
｣
　
(
信
濃
教
育
会
､

一
九
四
一
年
)

(
二
)
祷
系
統

1
7
､
二
ク

古
-
か
ら
カ
モ
シ
カ
の
皮
は
`
祷
(
敷
物
)
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
れ
た
呼
称
で
､
当

時
の
標
準
語
で
あ
る
｡
近
年
に
な
る
と
､
(
-
)
　
獣

肉
の
ニ
ク
｡
(
2
)
怒
っ
た
と
き
の
憎
々
し
い
面
つ

き
｡
(
3
)
　
捕
獲
し
た
カ
モ
シ
カ
を
売
る
と
､
二
工

分
(
二
日
分
)
　
の
日
当
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
名
付

け
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
､
椿
が
元
祖
で
あ
る
｡

ま
た
ニ
ク
の
二
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
の
か
､
こ

の
呼
び
名
の
特
徴
で
あ
る
｡
こ
ク
系
統
の
呼
び
名
は
'

ア
オ
系
統
の
呼
び
名
と
東
西
対
立
分
布
を
し
て
お

り
､
西
日
本
(
糸
魚
川
と
浜
名
湖
を
結
ぶ
線
よ
り
西

側
)
　
に
広
-
分
布
し
て
い
る
｡
静
岡
〔
周
智
〕
･
山

梨
〔
南
巨
摩
〕
･
長
野
〔
上
伊
那
･
西
筑
摩
･
飯

田
･
下
高
井
･
北
安
曇
･
諏
訪
〕
･
石
川
〔
白
山
山

系
〕
･
福
井
〔
敦
賀
〕
･
滋
賀
〔
甲
賀
〕
　
÷
二
重

〔
三
重
･
北
牟
婁
･
多
気
〕
･
奈
良
〔
吉
野
〕
･
和

歌
山
〔
日
高
･
東
牟
婁
〕
･
徳
島
～
愛
媛
-
高
知

〔
中
央
山
地
〕
･
福
岡
〔
旧
上
座
郡
〕
･
宮
崎
〔
西

臼
杵
･
東
臼
杵
･
西
諸
県
･
東
諸
県
〕
･
大
分
-
宮

崎
　
〔
大
前
山
･
傾
山
･
祖
母
山
〕
･
熊
本
　
〔
八

代
〕
･
岐
阜
〔
石
澤
〕

㊨
土
岐
利
網
編
｢
家
中
竹
馬
記
｣
　
(
一
五
二
年
)

1
8
､
二
ク
シ
カ

毛
皮
が
梅
に
な
る
鹿
と
い
う
意
の
隠
語
｡
京
都

〔
船
井
･
北
桑
田
〕
･
滋
賀
〔
高
島
〕
･
富
山
〔
中

新川〕㊨
高
橋
文
太
郎
｢
山
岳
語
彙
蒐
集
報
告
　
(
一
)
｣

(
一
九
三
八
年
)

1
9
､
二
ク
シ
シ

碍
(
毛
皮
･
敷
物
)
　
に
な
る
シ
シ
と
い
う
方
言
｡

宮
山
〔
新
川
〕
･
石
川
〔
石
川
〕
･
福
井
〔
南
条
･

立
石
半
島
〕
･
岐
阜
〔
大
野
･
吉
城
〕
･
滋
賀
〔
高

島
〕
･
宮
崎
〔
東
臼
杵
･
西
臼
杵
･
東
諸
県
･
西
諸

県〕
⑳
｢
美
濃
国
之
内
産
物
｣
｢
加
越
能
三
洲
郡
方
産

物
帳
｣
　
(
一
七
〇
〇
年
代
)

2
0
､
二
ク
ノ
シ
シ

ニ
ク
シ
シ
と
同
義
語
で
､
か
つ
て
は
方
言
で
あ
っ

た
が
､
近
年
で
は
隠
語
の
性
格
が
強
い
｡
岐
阜
〔
群

上
･
益
田
〕
･
宮
崎
〔
東
臼
杵
〕
･
大
分
-
宮
崎

〔
祖
母
山
･
傾
山
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

三
､
宍
･
肉
系
統
の
呼
び
名

2
1
､
シ
シ

古
く
か
ら
食
用
に
な
る
獣
は
､
宍
あ
る
い
は
肉
と

し
て
呼
ば
れ
て
き
た
が
､
カ
モ
シ
カ
も
食
肉
獣
ゆ
え
､

シ
シ
と
言
わ
れ
て
い
た
｡
地
域
に
よ
っ
て
方
言
ま
た

は
､
マ
タ
ギ
語
と
な
っ
て
い
る
｡
秋
田
〔
北
秋
田
･

仙
北
･
鹿
角
〕
･
岩
手
〔
岩
手
〕
･
宮
城
〔
名
取
･

白
石
〕
･
福
島
〔
南
会
津
〕
･
新
潟
〔
北
魚
沼
〕
･

宮
山
〔
中
新
川
〕
･
長
野
〔
西
筑
壁
〕
･
岐
阜
〔
大

野
･
吉
城
〕

⑭
大
伴
家
持
｢
万
葉
集
｣
　
(
七
五
九
年
以
降
)

2
2
､
二
ク
ボ
ー
ズ
　
(
ニ
ク
ボ
ウ
ズ
)

肉
が
う
ま
い
坊
や
と
い
う
意
の
隠
語
(
愛
称
)
0

宮
崎
〔
西
臼
杵
〕

語
源
は
藤
岡
吉
照
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

2
3
､
二
ク
メ

ニ
ク
の
呼
び
名
に
､
接
尾
語
の
【
メ
】
を
つ
け
て
､

ニ
タ
メ
と
呼
ん
だ
隠
語
　
(
蔑
称
)
｡
地
方
に
よ
っ
て

は
動
物
名
に
メ
を
つ
け
て
､
牛
メ
､
馬
メ
'
蛇
メ
､

鳥
メ
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
所
が
あ
る
｡
石
川
〔
石

川〕語
源
は
石
川
県
自
峰
村
公
民
館
長
書
簡
に
よ
る
｡
文

献
は
⑳
に
同
じ
｡

2
4
`
ニ
ク
バ
カ

熊
や
鹿
な
ど
他
の
獣
に
比
べ
て
､
は
る
か
に
捕
ら
え

や
す
い
､
馬
鹿
な
獣
(
宍
･
肉
)
と
い
う
意
の
隠
語

(
蔑
称
)
　
で
あ
る
｡
大
分
〔
南
海
部
〕

⑳
千
葉
徳
爾
｢
狩
猟
伝
承
研
究
｣
　
(
風
間
書
房
､

一
九
六
九
年
)

2
5
､
二
ク
ン
ボ
ウ
　
(
ニ
ク
ン
ボ
ー
)

｢
ニ
ク
ボ
ウ
ズ
｣
と
同
義
語
で
隠
語
(
愛
称
)
｡

宮
崎
〔
南
諸
県
〕

⑳
黒
木
一
男
｢
宮
崎
カ
モ
シ
カ
調
査
｣
｢
v
u
L

P
E
S
 
V
O
L
.
-
(
3
･
4
)
｣
　
(
九
州
野
生
動

物
研
究
会
'
一
九
七
四
年
)

四
`
生
息
場
所
系
統
の
呼
び
名

(
一
)
　
壁
系
統

2
6
､
カ
ベ

カ
ベ
と
は
､
山
が
塀
の
よ
う
に
殆
ん
ど
直
立
し
た

絶
壁
状
態
の
場
所
を
い
う
が
､
カ
モ
シ
カ
は
こ
の
よ

う
な
場
所
に
棲
む
の
で
`
最
初
か
ら
カ
ベ
と
呼
ん
だ

地
域
と
､
カ
ベ
シ
シ
の
シ
シ
を
省
略
し
て
シ
シ
と
呼

ん
だ
地
域
と
が
あ
る
｡
岩
手
〔
南
部
地
方
〕
･
岐
阜

〔
大
野
･
吉
城
〕

⑳
屋
代
弘
賢
｢
古
今
要
覧
編
｣
　
(
一
八
二
一
-
一

八
四
二
年
)

2
7
､
カ
ベ
シ
シ

｢
カ
ベ
｣
と
同
義
語
で
､
カ
ベ
に
棲
む
シ
シ
と
い

う
方
言
｡
富
山
〔
南
砺
波
〕
･
岐
阜
〔
大
野
〕
･
石

川
〔
石
川
･
美
能
〕
･
福
井
〔
立
石
半
島
〕

⑳
川
口
孫
治
郎
｢
飛
騨
の
白
川
村
｣
　
(
往
｢
　
｣

書
店
､
一
九
三
四
年
)

2
8
'
カ
ベ
ト
リ

カ
ベ
　
(
岩
壁
)
　
に
棲
み
`
岩
場
を
鳥
の
よ
う
に
身

軽
に
跳
ぶ
こ
と
か
ら
名
付
け
た
方
言
｡
　
岩
手
〔
南

部
地
方
〕
･
岐
阜
〔
大
野
･
吉
城
〕

⑳
小
野
職
博
ほ
か
｢
敏
文
獣
譜
｣
　
(
一
八
〇
七
年
)
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(
二
)
倉
系
薪

2
9
､
ク
ラ

カ
モ
シ
カ
は
､
吃
立
し
て
い
る
岩
場
や
鞍
部
(
峯
つ

づ
さ
の
低
い
所
)
　
な
ど
に
棲
ん
で
い
る
こ
と
'
ま
た

皮
が
馬
の
按
敷
(
付
属
品
)
　
に
使
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
呼
ん
だ
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡
福
島
･
群
馬

〔
利
根
〕
･
長
野
〔
上
水
内
〕

文
献
⑫
に
同
じ
｡

0
0
'
ヒ
ク
ラ
シ
シ

ヒ
タ
ラ
(
岩
壁
)
　
に
棲
む
シ
シ
の
意
で
方
言
｡
岐

阜
〔
大
野
･
吉
城
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

3
1
､
ク
ラ
シ
シ

タ
ラ
を
巻
い
て
走
る
シ
シ
と
い
う
意
の
ほ
か
'
ヒ

グ
ラ
シ
シ
ー
ク
ラ
シ
シ
と
し
て
残
っ
た
方
言
｡
山
形

〔
西
置
賜
〕
･
福
島
〔
南
会
津
〕
･
群
馬
〔
利
根
〕
､

栃
木
〔
日
光
･
奈
須
･
塩
谷
〕
･
新
潟
〔
岩
船
･
耶

摩
･
北
魚
沼
･
中
蒲
原
〕
･
山
梨
･
長
野
〔
上
伊

那
･
下
伊
那
･
大
町
･
西
筑
摩
･
南
安
曇
･
北
安

曇
･
上
水
内
･
下
高
井
〕
･
宮
山
〔
立
山
〕
･
岐
阜

〔
揖
斐
･
恵
那
･
大
野
･
吉
城
〕
･
石
川
　
〔
石

川
〕
･
福
井
〔
大
野
〕
･
三
重
〔
飯
南
〕
･
奈
良

〔
吉
野
〕
･
和
歌
山
〔
紀
北
地
方
〕
･
愛
媛
〔
石
樋

山
〕
･
徳
島

⑫
市
江
三
郎
右
衛
門
｢
信
濃
国
高
遠
領
産
物
帳
･

享
保
二
刀
文
諸
国
産
物
帳
｣
　
(
一
七
三
五
年
)

3
2
､
タ
ラ
シ

ク
ラ
シ
シ
･
ク
ラ
シ
カ
の
下
省
略
で
方
言
｡
　
福

島
･
群
馬
〔
利
根
〕
･
長
野
〔
西
筑
摩
〕

⑪
山
岸
弥
平
｢
博
物
図
｣
　
(
一
八
七
六
年
)

3
3
､
ク
ラ
シ
カ

ク
ラ
に
棲
ん
で
い
る
シ
カ
の
意
の
方
言
で
､
イ
ワ

シ
カ
と
同
義
語
で
あ
る
｡
群
馬
〔
利
根
〕
･
長
野

〔上伊那〕
㊨
岩
科
小
一
郎
｢
山
岳
語
集
｣
　
(
体
育
評
論
社
､

一
九
四
〇
年

3
4
､
ク
ラ
ン
ド

ド
は
漢
字
で
駕
､
愚
か
と
か
､
に
ぷ
い
と
い
っ
た
意

味
が
あ
り
､
タ
ラ
に
い
る
愚
か
な
ケ
モ
ノ
と
い
う
意

の
隠
語
｡
タ
ラ
と
ド
の
間
に
【
ン
】
を
入
れ
た
の
は
'

語
呂
の
関
係
で
あ
ろ
う
｡
岐
阜
〔
吉
城
〕

⑱
｢
上
宝
村
誌
｣
　
(
岐
阜
県
吉
城
郡
上
宝
村
､
一

九
四
三
年
)

3
5
､
ク
ラ
タ
チ

マ
タ
ギ
言
葉
で
二
才
仔
を
い
う
｡
カ
モ
シ
カ
の
仔

は
親
離
れ
し
て
独
立
す
る
と
､
し
ば
し
ば
岩
ク
ラ
の

上
に
立
っ
て
､
凝
視
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
で
､

ク
ラ
立
チ
と
呼
ん
だ
も
の
｡
青
森
〔
下
北
〕

⑭
｢
下
北
半
島
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
｣
　
(
下
北
半

島
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
調
査
会
､
一
九
八
〇
年
)

3
6
､
ク
ラ
ン
ボ
ウ
　
(
ク
ラ
ン
ボ
ー
)

タ
ラ
に
い
る
愛
婿
の
あ
る
可
愛
い
奴
と
い
う
意
の

隠
語
(
愛
称
)
｡
ボ
ウ
　
(
ボ
ー
)
　
は
酔
坊
､
杏
坊
な

ど
の
接
尾
語
で
､
ク
ラ
と
組
み
合
わ
せ
て
ク
ラ
ボ
ー

と
し
て
`
そ
れ
が
ク
ラ
ン
ボ
ウ
　
(
ボ
ー
)
と
な
っ
た

も
の
｡
栃
木
〔
日
光
地
方
〕
･
長
野
〔
岡
谷
∴
矛

野
･
諏
訪
〕
･
岐
阜
〔
恵
那
〕

⑳
町
田
立
穂
｢
叉
鬼
部
落
の
熊
狩
り
｣
｢
全
猟
Ⅱ

2
･
3
｣
　
(
全
日
本
狩
猟
倶
楽
部
､
一
九
三
六
年
)

3
7
'
ク
ラ
ッ
プ
ー

タ
ラ
と
､
奴
と
い
う
意
の
プ
-
と
を
組
み
合
わ
せ

た
方
言
で
､
ク
ラ
に
い
る
奴
と
い
う
意
味
の
呼
び
名

で
あ
る
｡
群
馬
県
水
上
町
藤
原
地
域
で
は
､
土
質
の

悪
い
土
地
の
こ
と
を
野
プ
-
 
､
大
う
そ
つ
き
や
､
大

法
螺
吹
き
の
こ
と
を
野
テ
ッ
プ
-
な
ど
と
い
い
'
プ

-
は
奴
と
か
､
も
の
を
さ
す
方
言
と
な
っ
て
い
る
｡

群
馬
〔
利
根
〕

⑩
安
達
成
之
･
川
崎
隆
幸
編
｢
藤
原
風
土
記
｣

(
室
川
温
泉
在
泉
閥
､
一
九
六
三
年
)

語
源
は
吉
野
秀
市
民
の
書
簡
に
よ
る
｡

3
8
`
ク
ラ
ッ
プ
コ

｢
ク
ラ
ッ
プ
-
｣
　
に
､
指
小
辞
の
コ
を
つ
け
た
隠

請
(
愛
称
)
｡
新
潟
〔
北
魚
沼
〕

文
献
⑫
に
同
じ
｡

●

3
9
､
ク
ラ
ッ
ポ
ー

タ
ラ
と
､
ポ
ー
(
棲
む
も
の
`
醜
い
も
の
の
意
)

と
を
組
み
合
わ
せ
`
岩
場
で
棲
ん
で
い
る
も
の
と
い

う
意
の
隠
語
｡
福
島
〔
南
会
津
〕

⑰
｢
南
会
津
南
郷
の
民
俗
｣
　
(
会
津
民
俗
研
究
会
､

一
九
七
一
年
)

(
≡
)
山
系
統

0
0
､
ヤ
マ
シ
シ

山
に
棲
ん
で
い
る
宍
と
い
う
意
で
'
古
代
の
標
準

語
の
ひ
と
つ
｡
分
布
地
域
は
当
時
の
都
`
奈
良
を
中

心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
今
日
で
は

長
野
県
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
｡
長
野
〔
小

県
･
上
田
〕
･
奈
良

文
献
⑦
に
同
じ
｡

4
 
1
､
ヤ
マ
ノ
シ
シ

｢
ヤ
マ
シ
シ
｣
と
同
義
語
で
､
奈
良
時
代
の
標
準

語
｡
茨
城

⑩
｢
常
陸
国
風
土
記
｣
(
七
二
〇
年
以
降
)

4
2
､
ヤ
マ
ヒ
ツ
ジ

｢
山
羊
｣
　
の
訓
読
み
で
ヤ
マ
ヒ
ツ
ジ
､
山
に
い
る

羊
に
よ
-
似
た
獣
の
意
で
`
標
準
語
｡
近
世
の
文
献

に
出
現
す
る
が
､
分
布
地
域
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡

⑳
林
道
春
｢
改
正
増
補
多
識
縞
｣
　
(
一
六
三
〇
年
)

4
3
､
ヤ
マ
ニ
ク

山
肉
の
意
と
考
え
ら
れ
る
隠
語
で
あ
る
｡
奈
良

〔吉野〕⑭
｢
総
合
日
本
民
俗
語
彙
｣
　
(
民
俗
学
研
究
所
､

一
九
五
五
-
一
九
五
六
年
)

4
4
､
ヤ
マ
ノ
ウ
シ

牛
に
比
べ
小
型
で
あ
る
が
`
角
が
似
て
い
る
の
で
､

山
の
牛
と
名
付
け
た
隠
語
｡
三
重
〔
熊
野
〕

辻
本
力
太
郎
氏
よ
り
聴
取
｡

4
5
､
ヤ
マ
ウ
シ

山
に
放
し
飼
い
に
し
て
あ
る
牛
に
似
た
獣
と
い
う
意

の
隠
語
｡
宮
山
〔
南
砺
波
〕

⑪
稗
田
豊
平
｢
給
羊
考
｣
　
(
高
志
入
社
､
一
九
六

二
年
)

4
6
､
サ
ン
ヨ
ウ

｢
山
羊
｣
　
の
音
よ
み
に
よ
る
呼
び
名
で
あ
る
が
'
分

布
地
域
は
不
明
で
あ
る
｡
深
根
諦
仁
｢
大
和
本
草

(
下
)
｣
(
九
一
八
年
)
に
よ
る
と
､
｢
零
羊
角
　
山
羊
｣

と
記
録
し
て
い
る
が
､
振
り
仮
名
が
な
い
の
で
呼
び

方
は
定
か
で
は
な
い
が
一
応
､
呼
び
名
と
し
て
記
録

す
る
｡

(
四
)
　
石
礫
系
統

4
7
､
ゴ
ー
ラ
ト
ン
ガ
リ

生
息
場
所
を
い
う
ゴ
ー
ラ
及
び
ト
ン
ガ
リ
と
を
組
み

合
わ
せ
た
マ
タ
ギ
言
葉
で
､
ゴ
ー
ラ
と
は
岩
の
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
た
場
所
を
い
い
､
ト
ン
ガ
リ
は
突
ん
が
り
で
､

山
の
険
し
さ
を
意
味
し
て
い
る
｡
新
潟
〔
中
蒲
原
〕

⑫
笠
原
藤
七
｢
川
内
山
と
そ
の
周
辺
｣
　
(
自
費
出

版
､
一
九
六
五
年
)

4
8
'
ゴ
ー
ラ

｢
ゴ
ー
ラ
ト
ン
ガ
リ
｣
の
下
略
称
で
､
マ
タ
ギ
言
葉

と
な
っ
て
い
る
｡
新
潟
〔
中
蒲
原
〕

文
献
⑫
に
同
じ
｡

(
三
重
県
在
住
)

▼
本
文
に
関
す
る
問
合
せ
先

〒
五
一
九
-
三
四
〇
三
　
三
重
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
上
里
三
七
六

電
話
　
〇
五
九
七
三
-
六
-
二
一
一
二
四

山
と
博
物
館
　
第
4
5
巻
第
3
号

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
十
五
日
発
行

発
行
〒
恥
長
野
県
大
町
市
大
字
大
町
八
〇
五
六
1

-

9

　

　

市

　

立

　

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

T

E

L

　

〇

二

六

一

-

二

二

-

〇

二

一

一

F

A

X

　

〇

二

六

一

-

二

一

-

二

二

二

三

印

　

刷

　

奥

　

村

　

印

　

刷

定
　
価
　
年
額
一
､
五
〇
〇
円
　
(
送
料
共
)
　
(
切
手
不
要
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
〇
〇
五
四
〇
-
七
-
一
三
二
九
三

ぐ


